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兵庫県ランク…アサクサノリ
環境省ランク… CRPyropia  tenera  (Kjellman) N.Kikuchi, M.Miyata, M.S.Hwang &

H.G.Choi

LE

■ 県内分布

現時点で自然集団は確認されていない。

■ 国内分布

北海道南部、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

体は長楕円形から楕円形で、ときに線状披針形のものもあり、基部は楔形から円形で、長さ7-24(-50)

cm、幅2-5(-10)cmになる。体の上部は赤褐色を呈し、下部は青緑色を示す。縁辺は全縁で顕微鏡的鋸歯

はなく、波皺する。体は1層細胞からなり、厚さ27.5-35μmあり、断面で細胞の高さは幅より大きいかほぼ

等しい。葉緑体は各細胞に1個含まれる。雌雄同株体と雄性体がある。

以前は養殖対象種であり、1950-60年代には広範囲で採集記録がある。以前はPorphyra属に含められ

ていたがSutherland et al. (2011)において学名の変更が提案された。

確認された場合は、生育地を保全する必要がある。

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要


